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心構え・点検

1組 み立て場所の広さは充分あるか

2近 くに危険物は無いか

3 ハ
°
トローリンク

・システムは良いか

4班 長は全体的に指示をしているか

5手 順は全員理解しているか

6完 成の型を思い出せるか

7全 員、全神経を集中し安全であるか

8使 用する丸太は折れ、腐れは無いか

9丸 太の長さ、太さ、は使う場所に適しているか

10使 用するロープの強さは良いか

11ローフ
°
の長さ、太さは使用目的、ヶ所に  ■‐

12

13

14足 元は安全でしつかりしているか

15.アンカーの強さは充分か、位置は良いか

16.立木、自然物の養生は充分か
17全 体的にバランスはとれているか

18出 来上がった工作物は美しいか

19.全員喜びを感じたか
20.模型を作つたか
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■製作を出 める(120分)
(1)下脚のビラミッド部分を作る。

06口の丸太の未口(先船 より50cmのところで 「8の字しばり」をす
る。

②地面に①の丸太を立て、二脚を用く。この時に三脚の頭部が三叉に
なるようにする。

③三脚の地面から50cmの位置に機材を 「角しばり」でとりつける。
④出来た下脚を倒九
※寝かしたまま

…

る方法もある工 下脚をバランスのとれたも
のにするためにいったん立てた方がよい.

(2)上国のビラミッド部分を作る。

①上脚の住部分の丸太3本 を未口より50mの と
:8の字しばり」をする。

②倒した下脚に上脚となる丸太を入れる。

③上脚0住 部分の丸太の末口から30"の 位置

に横材を f角しばりJで とりつける。(見張台

手槽)

(3)下脚と上脚を結合する。

①下脚の底辺と上脚手招部分に
'点

検目―ノ」

を張私 点検ロープは二有形のそれぞれの

角とその対辺の中点を結ぶ.

点検D―プ

三角
"0そ

れぞ
Itの力と

'ユ

●中
点場

“

ぶ。

z7   下口=2

②下脚底辺、上脚底辺に張ったロープの

中心、それぞれの 「8の字しばり」の

位置が重なることを確認 しながら あ

らかしめ下脚、 卜画の住の丸太に印を

した位置で 「角しばり」をする。

※この時に作業用の三脚、台などを用意

しておくとよい.

※ 「角しばり」は一箇所ずつ行うと重.さ

のズレを補正しやすい。

…

イ:::::::1:::)魚・・・・
・・・



(4)バランスをとる。

①下脚と上脚の機材の真ん中に点検用の
ロープを張り、Itt向からとともに横
方向からもバランスをみる。

②それぞれの 「8の字しばりJあ ところ
から下脚の柱と上脚の住の丸太にをあ

らかしめ記した 「角しばり」で固定す

る。この時は―箇所ずつ固定していき

ながら、バランスをみる。

③8の字しばりのところから下脚、「珈の柱の九大にロープ
を張ってパランスを保つ。

(5)タワーを完成させ、立ち上げる。

①上脚の柱部分の丸太の末口から150cmの位置に検材を 「角

威ぎ:き群;輩熟暦T帥  .
③立ち上げようのロープ (3本)を上脚の柱に取り付ける。
④立ち上げて、重心が垂線と合致するように下脚の機本を理

める.

⑤見張台足碁枠に足場の丸太を 「床しばりJで 取り付ける。

(6)完成したタフーを点検する。

■作業を進めるにあたつて
(1)製作時間は120分 で丸 長すぎると集中力もなくなり事故の基になります。もともとこのタワーはイ

ギリスのスカウトたちが室内のスカウト技能のデモンストレーションで行っていたものt複 雑な形
は挑戦しがいがあり、チームワークが問われるようになつていま九

(2)スカウトたちが実際の作業を行う時は、模造紙などで順番や役割がわかるようにチャー ト図や分担表を
作成して、大きく張っておくとよいかもしれませれ

(3)並行しながら作業をしないと120分 で完成できません。
(4)タワーの立ち上げと寝かす時には充分に安全に配慮してください。そして、最後の材料のBf●までを一

連のプロジェクトとして考えてくださ|、

■●n■,軒_ (^tF)
a●ァ●

“

ス・書村■代=(tr)
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4点は

製作工程①
地面の上で側面の組み立てを行います。

猛8鑢 臨 廉 讚 群 す曇ら1貌
りま九

恵な熾 豪与:寸
法もチェッ

'端

右対称に

製作工程②
工程①で作つた側面2つを横倒しの状態で立てます。
しばらくの間、4人で支えますが、作業人数が少ない場合は
杭を打つてロープで支えます。
※この時、横棒の突出長が違つていると全体が歪ますので
マーキングの時、地面に着く部分の突出長を考えてください。



製作工程③

漕殿夕趙鋳鱚魯職写:で踏摯
製作工程④

姿燥融 額争勁イ事子ま
す。



製作工程⑤
信号塔を全員で引き起こします。
※ロープと筋力で支えながら、衝撃を与えないようにします。
※各部の緩みやガタつき力

'な
いか確認します。

異常がなければ完成です。

解体の時に、事故がおこリカち です。互いに声を掛け合いながら
安全に解体しましょう。
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角しばり

l洋名 :スクエフ ラッシング |

0

柱に瑞 をひとき きして止め る
(ヽき結び)

交差 ケる横の性 をセ ッ トし,

国のように縦方向にローラを

かける 力を入れて1抒める

次は横i方向にローフをか|する

この とき o吉 5の
‐
巻 き の

外側にローフをき きつける

'と

同様に,・巻き・の外仰!

にローラを巻きつける

端を□―フの元のほ う́ 、3回

ほ ど彗 きつけ る

0

0

角しばりは,直 角に近い角度で交■する2本のl■をt′ばり合わ t■る

ときに用いる結び ,主意点は ひと巻きことに力を入れて|′っかり

締めること ゆるみがあるのは上手なしはり方とはい′ない

強 く締め る



強 く締める

巻 き結びを行 う(|||■ ) 2-3回 縦方向に巻 さつけだ

ら 横めlTの後ろを通 t て́,
|すの柱の前に横方向に0-'

た回す (これを
｀
害1)‐ とい

う)

:輩く

締め る

(裏側から■たと二ろ)

く←

8と 同様に ・害|り
…

を入れる
■のとき, b部の ・

巻き
の内仰|に日―フを回すこと
'害りり

・は 3回 ぐらい行う

(裏側から見たところ)

(裏側から見た完成図)



1筋
かいしばり

[洋名 :ダ イフゴナル ラツシング]

①

a bの 柱の交差部の上方に

2回ほとロープを巻きつけ,
そのあとロープを交差部の下

方にもってくる

図の よ うに ロー プを巻 き,ね

じ結 びを行 って端 を止め る

(|‐-2)

②

aの 柱に,図 のように 1回 口

―フを巻 きつける これで横

方向の '巻き
｀

は終了

縦方向に ・巻き'を 3回ほ
ど入れる (0,-8:)

強 く締める

⇒

ロープの元のlJうを強 く引い

て締める.以 下,ひ と巻きご

とに力強 く締めていく

0

0

;ムく

締め

これは 斜め材 (筋かい)の 交差部 をしば り合わせるための結び.

角 しば りと同様に 力強 く締めていかないとゆがんで しまうの

で注意すること



0①

強 くliめる
最後に,巻 き結びで止めれ

完成 (f)～〇)

0

(裏側から見たところ)
今度は左斜め上がりの ・

割り
を3回ほど入れる (8^o)

強 くllめる

0

⑩

強 く締める

(裏側から見たところ)

(裏側から見た完成図)



1木と木を固―プで縛り固定するEl―プヮーク
ー「縛りJ―

「巻き結び」
CIove h,lch

ロープと丸太を使ってモノを
作るとき ロープの巻きはじ
めと終十■11=固定するときo
結び

「はさみ縛りJ
Slleer iashing:
,本の本で交差した脚を昨る

巻 き結びで巻きはじめる,日
―プの端は長いロープにから
め巻 きこんでしまう. 2本 の
丸太を数回春いたら 直角に
中割 りして巻いたロープを締
め、巻き結びで巻き終わる

零薫灘 仄纂塚
Sttng:

]』;!:ilFFij勇i,1専1舌嵩た

中害1りする



0「縄ばしごJを作る

「ひきとけ結び/てこ結びJ

:瞥〔!』1与】億:るI:i]:瞥:
い結びでもある

′
添
器
Ｗ

「8の字結び」を連続 し
て作れば、ロープ1本で
も縄ばしごができる。



0丸 太で平らな面や台を作るときに
かかせない「床縛り」をマスターしょぅ1

巻き始めは 「巻き結び
で固定して

暑:了ξ應」ギよぎ
いに交差さ

最後も巻き結びで固定する




